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要旨 筋緊E長田緩和白ための有効な刺鋸手伎を倹討する目的で，置銭刺激とiI'i啄刺激が刺鉱l丘抗{直に及

ぼす効果について， Acupunclure Rheometer (A RM) を用いて比較強討を行った 実験対集は成

人ボランティ 744名と L，触診により後頭部の緊張が認められたお名を緊猛i拝，緊張自認めれらなかう

た 16名を対照併として，世蹴倣及び雀啄刺散を行い，刺錨抵抗値を比較憤討した その結果，雀啄刺

激の方が位誠刺激に比べて車rJ銭抵抗植の有意な減少を引き信こし筋緊張に対する緩和作用が強いこと

が示唆された
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Summary: Our previous study (1 9叩) demonslrated that the stiffness on neck muscles 
was relaxed by acupuncture slimulation called MSparrow peeking" technique (SP-T) 
In this sLudy. we intend to compare the effects of SP-T and “ Lea円ng needle (LN) 

techniques on the sliffness of neck muscles. Y1uscle stiffncss was measured wilh the 
Acupuncture Rhcometer (ARM) 
Forty four adu1t volunteers (20-31 years old) were used in this study and they wefe 

classified into 2 groups by the careful palpation of a skilled acupuncturist. The neck 
muscle stiffncss group consisted of 28 subjects and that of the non-stiffness group of 16 

subjects 

In the musclc stiffness grou p , SP-T was more effectivc on the relaxation of the stiffｭ
ness of neck muselc than thal of LN , whi1e in the non-stiffness group the cffecls of SPｭ
l' and LN 011 the muscle stiffness were not apparent 
These findings dcmonstrate the c1inical usefulness of SP.T on lhe neck muscle stiffness 
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I 緒言

筆者等は.雀啄刺激の筋緊張の緩和に対する有

効性について，すでに報告した1) しかし鍛灸の

手技には様々な種類があり 2). 猫緊磁の緩和を目

的とした場合，どの手技が適当であるかは明確で

はない.そこで筆者らは筋緊狼の緩和に有効な如l

録手技を明らかにするため.まず日常臨床で多用

されている雀啄刺激とíi't鍬刺激をとりあげ。これ

らの録刺激を Acupuncture Rheometer (A R M) 

駆動装置でシミュレーションし，同時にARMの

刺銭抵抗値を指標に比較検討した.また誠事IJ散時

における被験者のひびき感:i'!:の意義について併せ

て検討した.

H 方 法

1 )実験対象

実験対象は健常成人男女ボランティア(平均年

齢23歳)で， 頚1ftの神経恨症状がなく，後顎tlßに

緊張及び凝り感を有する23名と ， 緊強および凝り

感のない16名とした 紫斑群の後期郎防緊張の確

認には. 5 年以上の臨床経験をもっ鉱灸師があた

り，触診(指頭感党)により緊強ありと判定した

者を緊強群とした

2) 測定方法

筋緊張の指標としてARMの車IJ鎖抵抗値を用い

た.刺銭抵抗値の計nUJ時には被験者をベ γ ドで伏

臥位にさせ， 後頭部が安定かっリラックスできる

体位を保った

刺入部位は第 3 頚椎税突起から第 5 !l!11椎赫突起

聞の左右外側凶-30皿の範囲内で検者の指頭感覚

(触診)により最も強く緊3置が認められた部位と

した.

車IJ鍍深度は検者が舗を刺入 L. 車 IJ録抵抗を最も

強く感じる深さとしたー緊;;&1昨の車Ij入深度は計測

の結果12凹-26叩の純凶であり，超音波e診断装置，

X線 CT像により他聞筋もしくはTIti板状筋である

ことを確認した(図 l )，なお非緊強群の刺入深

度は緊張群の車IJ入深度の平均値である 15凹の深さ

に統した.

銭刺激前後の如l銭抵抗値の話11]定は以下のように

図 1 f'十刺部位のX線CT像

ヒ卜白後顎古11.第 5 顕株の高さのX線CT像

である.写真右側の太い矢印|聞が誠刺入部位

であり，測定時の錨尖の位位は伯開筋もしく
は頭仮状筋となる。

行なった 置銭刺激では刺激前に ARMを頻度 l

Hz. 振幅 4 凹で 5 秒間動かし，その時の刺銀抵

抗値を刺激前値とし.そのままの状態で10分間誼

録したのち再びARMを 5 秒間動かし筋組織の刺

銭抵抗値を測定した この時の車IJ鍛抵抗値を刺激

後の値とした. 一方.雀啄刺激は A RMを頻度 l

Hz. 振幅 4 皿で 5 分間連続的に刺鍛抵抗値の首UJ

定を行った，この場合，雀啄刺激開始 5秒間の刺

錨抵抗値を刺激前値と L. 雀啄刺激終了前 5秒間

の刺録抵抗値を刺激後の値とした.測定に使用し

た鎖は16号30皿銀(東洋医療研究所製)である.

3) ひびき感覚の記録

餓刺散時のいわゆる“ひびき感覚"について記

録した ひびき感党の記録は.その有無. 強弱，

種類.持続時I百j. 範凶1.方向，被験者の情出Jの 7

項目からなるひびきのチャ ート用紙を作成し，実

験終了後，被験者に記減させた.

4) 統計処理には Student- t 検定および対応

型相関係数を用いた

4 
4 
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緊張群における雀啄刺激と置織刺激の

刺鎚抵抗変化率白差異

刺激前後での雀啄刺散と置獄刺激の刺録抵抗変化率を

比較したも白である 雀啄刺激では 18例中 11例が20%

以上の減少を示すのに対l..，置録刺激では 10例中20%
ruニの減少例は僅か 3 例で残り 7 fjiJ はそれぞれ上昇 3

例，加変化 2 例，軽度減少 2 例となり。 一定自変化傾
向を示さなかっ た

図 3 は緊張1拝に対する雀啄刺激と置鍛刺滋前後

における車11録抵抗値の変化率を示す 雀啄刺激で

は軽度上昇 2 (日'1.無変化 3 例， 軽度減少 2 例， 20 

%以上の減少11例であった.後啄刺激前と刺激後

における車'1録抵抗悩の変化を検定したところ有窓

な減少を示した ( P <0.01). 

一方，Ii't銭刺激では上昇 3 例，知t変化 2 例，軽

l宜減少 2 例， 20%以上の減少 3 伊!と なり，刺鍬抵

抗仙の変化傾向は一定せず，検定によっても刺激

前後で有意な変化は認められなかった.

ヰ

刺激撞
ヰ一一

刺激前調1 ;融 f量刺激前

図 3

緊張群

図 2 緊張群と非緊張群の刺鏑抵抗値の比較

紫強i罪と非緊蝦群の車IJ~'J正抗初 JUJ値を比較したも ので

ある 検者が指頭感覚で判別した緊強群と非緊~群町

泣いがAR Mによ るほ抗他の泣いとして検出された

非緊張群

E 結果

1)緊張群と非緊猿群の指頭感覚と制緩f底抗初

期値の相関

図 2 は検者の指i)j'j感党(触診)によって分けら

れた緊強1拝と非緊強群の刺鍛抵抗初期舶を示す.

緊強l拝の車検占抵抗平均値は ， 26. 1 :t 8 .8g ，非緊

張郡の事11鍬抵抗平均値は 17.1 :t6.9 g であり両者

聞には有意な差( P <Oω1 ) が認められた し

かし個々のデータを観察すると非緊張訴と分類し

た1拝中にも引l鍛抵抗初期値が緊張群とほぼ同ーの

値を示す例もみられ.またその逆の場合も若干認

められた.

2 ) 緊彊群における雀啄刺激と置鍍刺激による

刺銭抵抗変化率の比厳
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図 4 非緊張群における雀啄刺激と置髄刺激

の刺鎚抵抗変化阜の比駁

非緊E長群における刺激前後での雀啄刺激と世鉱刺激白

刺銭/1，抗変化率を比較したものである 雀啄:i/ilJ激では，

ほとんど無変化であったが，世銀刺激では非緊張群に
おいても変化傾向は一定ではなかった

3) 非緊強群における雀啄刺激と置銭刺激

による刺銭低抗変化率の比較

図 4 は非緊張群に対する雀啄刺激と誼銭刺激に

おける刺鍛抵抗値の変化率を示す.非緊~G群にお

ける雀啄刺激と置鍬刺激の比較では，雀啄刺激は

8 例中 6 例が無変化であり，残る 2 例も20%以内

の減少にとどまったが，世銀刺激では上昇 2 例，

無変化 2 例，軽度減少 3 !9lJ. 20%以上の減少 l 例

と変化の方向性は一定でなかった

4) 事l鍛抵抗初期値と抵抗変化値の相関

図 5 は刺銭抵抗初期値と抵抗変化値の相関関係

を示す.車IJ録抵抗初期値と抵抗変化値の相関係数
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図 5 iI1J錨抵抗初期値と草IJ鑓抵抗変化値の相関

縦軸は刺誠1ft抗変化値，横軸は刺錨1ft抗初期値を示 L.

両者の+間期関係を示す‘グラフの傾きは負町本日関を示

し. 車リ激1自の刺誠抵抗値が高い程， 刺激によ って変化

値も大き く なることがわかる

I は 0 .4 3となり両者間に有訟な負の相関関係が

認められた (p<O.Ol).即ち刺激前位iの刺銭抵抗

値が高い 〔筋が緊張している)ものほどその刺鍬

抵抗変化値の減少は大きくなる傾向を示した.

5) ひびき感覚と車IJ錨抵抗変化率の関係

図 6 は鋸刺激中のひびき感覚の有無と刺~~I茸抗

他の変化を示す ひびき感覚を自覚した訴では，

14例中 11伊lは20%以下に刺鍛抵抗値が減少した.

方，ひびき感覚が無い 12例においては，刺鍬抵

抗値が20%以上の減少を示した百峰主は 2 例と少な

かった また，ひびき感覚を自覚した症例は世銀

刺激よりも雀啄刺激(昼印肯〕で多く. 14例中 11
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例と多数認められた.なお置録刺激ではひびき感

覚を自覚した払強者は14例中 3 例と極めて少なかっ

た
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図 6 ひびきと刺鍍抵抗変化率との関係

ひびき白有無による刺錨抵抗変化率を示す ひびきを
被験者が自覚した群では14191]中 f 軽度上昇を示す 3 例

をのぞき，あと白 11例は20%以上の刺銭抵抗減少を示

したが，ひびきを自覚しなかった群では. 20%以上田
減少を示した例は僚か 2 例であった. また皐印 (食)
は雀啄車リ激を示 L. ひびきを自覚した群14例中 11例が
省啄車憾であり，したがって同刺激方法はひびきを誘
発しやすい車峨方法と いえる

IV 考察

後頭部における筋緊張の緩和に対する雀啄刺激

と飽鍛刺激の有効性についてARMの刺鍛抵抗値

を指標として比較検討した.

まず検者の指頭感覚による緊強群と非緊張群の

区分の妥当性であるが.両群において刺鉱抵抗値

の分布に一部重鎮が認められたが，車11鍛低抗眠iの

比較において両群に有意な差が認められ.緊~l拝

と非緊張群の宇11別能については，ほほ満足のいく

結果となった なお目 指頭感覚による筋緊張の判

定は周囲の筋組織との相対的比較によってなされ

るものであり，当然ながらARMによる刺銭抵抗

仙のバラツキは大きくなり，両群の重なりが起こっ

たものと考えられる. したがって，緊張群におい

て刺錨抵抗値が低かったからといって緊強の存在

をただちに否定することにはならない.

つぎに緊張群における雀啄刺激と誼鉱刺激によ

る刺録抵抗値の変化率であるが.雀啄刺激群にお

いて刺銭抵抗値の減少を認める例が多かった.な

お，前回の実験結果によれば非緊張群と緊張群で

刺鎖抵抗値に車11銭抵抗減少率の有意な差 (p<O.O

2)を認めたのは緊張群の減少率が20%を越えた時

であった.すなわちARMにおいて筋の緊張が緩

和したと認められる刺鎖抵抗変化率は減少率20%

以上となる事を明らかにした1).この基準を用い

て今回の実験結果を評価してみると，雀啄刺激で

は 16例中ll i911. 置鍛刺激では 10例中 3 例であり.

雀啄車11猷群において減少傾向を示す症例が多かっ

た.

一方，事11領時のひびき感覚の有無による刺鍛抵

抗変化率を検討してみると，自由刺激中のひびき感

覚が明確な群においては.車11錨抵抗値は減少傾向

を示した.このことは，ひびき感覚が筋緊張緩和

の発現機序に大きく関与することを示唆するもの

である.雀啄刺激時と置鎖刺激時におけるひびき

感覚の発生は雀啄刺激時に多く，置銭刺激時の刺

激感は全く無いとした答えが多かった.すなわち

世銀と雀啄における刺鋸抵抗減少率の差はひびき

感覚の有無によることを示している

筋緊張に対する銭刺激による調節に T環が関与

する幻 ことが既に報告されているが，最近.筋交

感神経も関与することが指摘されている 4. 5).銭

刺激と筋交感神経機能の関連性について森山田 は

鍬刺激によって筋交感神経活動は抑制されると報

告している.筋交感神経活動の抑制は筋紡錐の錐

内筋線維の活動に影響を及ぼし，筋緊張を緩和す
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るのではな L、かと述べているが，雀啄刺激時にも

同様の機序が関与しているものと推察される，な

お今回の実験で鎖刺激時のひびき感覚が筋緊強の

緩和を引き起こす先行指棋となり得る傾向を得た

が.ひびき感覚が筋緊張の緩和の機序にどのよう

に関与するか.現段階では不明である 今後の研

究課題として取り組みたい.

また.車1]鍬抵抗初期値と車l腕抵抗変化値の相関

では刺鍛抵抗初期値が高い， すなわち筋の緊強度

が高いものほど変化値も大きくなる関係を示した.

緊張した筋は鍛刺激の被刺激性が高くなっている

ことが推察される しかし，本実験では直接， 神

経活動を測定しておらず， 前述の考察は推測の援

を脱しない また生理的な筋緊振の発現には α ー

γ関連によるものや筋充感和|経によるものなと様々

である 3.弘前.それらを今後の検討課題と して本研

究を推進させていきたいと考えている.

V まとめ

ARMによる刺鍛抵抗値を指標としてヒトの後顕

部における筋緊強の緩和に対する雀啄刺激と世銀

刺激の効果を比較検討した結巣，以下のことが明

らかとなった，

1) A RMによる刺鉱抵抗変化率は，雀啄刺激に

よって有意な減少傾向を示 l，置銭刺激では変

化の方向性は一定ではなかった

2 )筋緊強の高いものほど.鉱刺激によ っ て緊張

緩和率も大き くなる傾向を示した.

3 )ひびき感覚誘発時において筋緊張の緩和が起

こり やすい ことか ら，ひびき感覚は緊張緩和の

先行指僚とな ることが示唆された
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